
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

 

道府県・政令市名【 広島県 】 

１実践テーマ 【  Ⅰ・Ⅴ  】  

２実施対象者 東広島市立高屋中学校 全校生徒 ５８４名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 保健体育  ） 

② 行事名（ 講演会・実技研修 ） 

③ その他（ クラスマッチ ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・国際大会に出場した経験を有する方の講演を聞いたり、実技指導を 

受けたりすることを通して、スポーツの意義や価値を理解する。 

・スポーツの楽しさを実感し、スポーツに対する興味・関心を高める 

とともに、２０２０東京オリンピック・パラリンピック開催に向け 

て生徒の意識の向上を図る。 

５ 取組内容 （１）事前学習 

ア オリンピック・パラリンピックの歴史や意義について学ぼう 

スポーツ庁から配布された「オリンピック・パラリンピックに

関する指導参考資料」を使用して事前学習を行った。「オリンピッ

クの歴史」では、古代オリンピックとの共通点や違いについて考

えたり、「パラリンピックの歴史」では、パラリンピック開催に込

められた思いについて考えることを通して、より深くオリンピッ

ク・パラリンピックについて理解したりすることをねらいとした

学習を行った。 

イ 福田正博さんの生き様から学ぶ 

サッカー日本代表の選手として、国際大会に出場した経験を有

する福田正博さんの経歴や福田さんのスポーツ、中でもサッカー

に対する姿勢などがわかるような紹介動画を作成し、学習した。 

（２） 福田正博さんの講演会と実技指導 

 ア 講演会 

   福田正博さんの幼少期からのスポーツとの関わりやサッカー

という競技を通して、競技者としてはもちろんのこと、一人の人

間としても大きく成長ができたと思えるエピソードなどを話し

ていただいた。また現在は、スポーツを「支える」立場として、

スポーツに関わることのすばらしさについてもお話をいただい

た。 

 イ 実技指導 

   本校にはサッカー部がないため、全校生徒の中から、希望者を

募集し、約５０分間の実技指導をいただいた。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



（３） 事後指導 

 ア クラスマッチを楽しもう！ 

生徒全員で、身近なスポーツを楽しむとともに、スポーツを通

して、人との関わりや「する」こと、「支える」ことのすばらしさ

を実感できるようにするため、生徒会が中心となってクラスマッ

チを企画し、生徒が運営も行った。 

 イ スポーツを「支える」人のお話を聞こう！ 

   義肢装具士やメンタルトレーナーの方のお話を聞く機会を設

定し、スポーツを「支える」人の思いやスポーツとの多様な関わ

り方について考える機会を設けた。 

６ 主な成果 

 

・事後アンケートより，スポーツやオリンピックに対する興味や関心

を持っている生徒が増加した。 

・主体的に仲間と一緒にスポーツを楽しむことができていた。 

・講演会の時に意欲的に話を聞くことができた。 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

・スポーツを「する」という立場だけでなく，他の立場（義肢装具士・

メンタルトレーナー）で仕事をされている方の話を聞くことで，ス

ポーツに対する新しい視点を持たせた。 

・スポーツを「する」だけでなく「支える」ことのすばらしさを実感

できるよう、講演会の後に、クラスマッチを生徒が中心となって、

企画・運営する場を設けた。 

８主な課題等 ・オリンピック・パラリンピックムーブメントの取り組みでは，講演

していただける方との事前の連携ができてないので，意図的に学び

を仕組むことが難しい。 

９来年度以降

の実施予定 

・すばらしい実績を残された方に講演をしていただくことは，生徒に

とっても教職員にとっても非常に勉強になることなので，講演に来

ていただくことを希望する。 

 


